
週間国際経済 2020（26） №237   09/13～09/19    金俊行（きむじゅねん） 

 

09/13・バーレーンもイスラエルと国交 対イラン圧力、中東で一段と 米が仲介 

  ・ASEAN関連会議閉幕 強硬な対中包囲に及び腰 米主導の制裁と距離 

    南シナ海問題には懸念を 深まる対中経済依存 アメリカの姿勢に疑念 

 

09/14・英 EU、FTA（自由貿易協定）交渉決裂なら 車産業の損失 13 兆円（欧州業界団体） 

    EU との関税ゼロから 10％に 欧州自動車業界の雇用 1460 万人（域内雇用の 15 人に 1 人） 

 

09/15・中国消費、プラス転換 8月 0.5％増、コロナ後初 工業生産は 5.6％増 ＜1＞ 

  ・EU、対中関係を軌道修正 首脳会議で香港情勢など懸念表明 ＜2＞ 

    人権や自由への脅威を問題視 

 

09/16・対ファーウェイ米規制発効（15日） 日本企業部品出荷の影響 1兆円規模 

    米国の装置やソフトなどを使用すれば外国製半導体でもファーウェイに供給できなくなる 

  ・8月輸出 14％減 貿易黒字は 2ヶ月連続に（輸入が 20％超減） ＜3＞ 

 

09/17・菅内閣が発足（16日） 規制改革へ縦割り打破 コロナ対応・経済両立 

  ・世界、マイナス 4.5％成長 OECD（経済協力開発機構）20年予測 ＜4＞ 

    感染が再拡大した場合には「2～3％下振れする可能性」 

  ・TikTok事業 米中、破局回避を模索 中国側が支配権、米に本社設置案 

  ・EU、温暖化ガス 55％削減 30年目標（40％から）上げ 世界で突出 

    フォンデアライエン欧州委員長「達成可能だ」 英には離脱協定順守求める 

     車各社の反発必至 排出規制強化 ＣＯ2 半減報道も 

  ・米、23年末までゼロ金利 FRB（米連邦準備理事会）利上げは物価 2％上昇後 

    米成長率、21 年は 4％予測 完全雇用は 23 年末 米経済、ゼロ金利頼み 

 

09/18・欧州、再びコロナ感染拡大 バカンス後、仏は 1日 1万人超も ＜5＞ 

    人の移動増加（7 月から順次、域外からの流入認める） 感染経路追跡不足も原因か 

 

09/19・TikTok新規提供禁止 20日から 米、売却交渉は継続 

    米で「駆け込み特需」 配信停止控え、ダウンロード首位 ズームを上回る 

  ・コロナ感染、世界累計 3000万人超す 死者増加（94万人台）、8割が新興国＜6＞ 

  ・エスパー米国防長官 日本を含む同盟国に国防費 GDP比 2％要望 

 

 



 


